
ウ
シ
ワ
カ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
次
世
代
に
む
け
た
決
議 

  

高
度
経
済
成
長
期
に
そ
の
多
く
が
建
設
さ
れ
、
日
本
の
経
済
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
橋
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は

高
齢
化
に
よ
る
損
傷
が
顕
著
に
進
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
度
重
な
る
自
然
災
害
に
起
因
し
損
傷
を
受
け

る
も
の
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
橋
た
ち
は
、
様
々
な
立
場
で
橋
の
再
生
に
情
熱
を
燃
や
し
取
組
む
技
能

者
た
ち
「
ウ
シ
ワ
カ
」
の
手
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。 

  

私
た
ち
は
、
橋
梁
工
事
の
魅
力
や
重
要
性
を
発
信
し
て
、
技
能
者
た
ち
の
人
財
確
保
や
建
設
業
界
の
イ
メ
ー
ジ

向
上
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
ウ
シ
ワ
カ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

を
発
足
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
橋
の
再
生
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
ウ
シ
ワ
カ
」
た
ち
の
熱
い
思
い
を
伝
え
る
番
組
「
牛
若
～
鉄
人
た
ち
の
橋
の
再
生
物
語
～
」
を
令
和
三

年
四
月
に
中
部
地
区
に
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
放
映
終
了
後
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
で
の
動
画
視
聴
を
可
能
に

し
た
こ
と
で
、
多
方
面
か
ら
予
想
以
上
の
反
響
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
流
れ
は
、
翌
年
令
和
四
年
二
月
の
放

送
局
を
５
局
に
増
や
し
た
第
二
章
、
令
和
五
年
一
月
の
放
送
局
を
９
局
に
増
や
し
た
第
三
章
へ
と
続
い
た
。 

 

番
組
以
外
で
も
、
広
島
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
特
別
講
義
、
協
賛
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
定
期
的
に
開
催
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
大
切
さ
や
や
り
が
い
等
を
伝
え
て
き
た
。 

 

一
方
で
、
昨
年
八
月
に
実
施
し
た
「
知
覧
研
修
」
や
一
昨
年
四
月
に
実
施
し
た
「
牛
若
道
場
」
を
は
じ
め
、
昨
年

十
一
月
に
実
施
し
た
関
係
企
業
間
の
交
流
会
「
ウ
シ
ワ
カ
を
丸
に
す
る
会
」
等
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
各
自
の
研

鑽
に
も
努
め
て
き
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
後
援
団
体
は
現
時
点
で
十
四
団
体
と
な
り
、
建
設
業
界
以
外
の
七
社
か
ら
の
協
賛
も
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
令
和
四
年
二
月
に
は
「
第
二
十
二
回
中
部
の
未
来
創
造
大
賞 

奨
励
賞
」、
同
年
三
月
に
は

「
第
一
回
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」、
令
和
五
年
一
月
に
は
「
第
六
回
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

大
賞
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
支
え
る
活
動
部
門
優
秀
賞
」
受
賞
に
至
っ
た
。 

こ
れ
ら
は
、
こ
の
ウ
シ
ワ
カ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
え
て
き
た
す
べ
て
の
関
係
者
の
お
陰
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
無
い
が
、
建
設
業
界
の
持
続
的
発
展
、
そ
し
て
国
土
強
靭
化
に
対
す
る
大
き
な
期
待
の
表
れ
と
捉
え
る
こ

と
も
で
き
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
イ
ン
フ
ラ
の
高
齢
化
と
自
然
災
害
の
大
規
模
化
が
加
速
し
て
い
る
。
私

た
ち
は
、
三
十
年
後
の
次
世
代
に
健
全
な
イ
ン
フ
ラ
を
残
す
た
め
に
、
燃
え
上
が
っ
た
「
ウ
シ
ワ
カ
」
の
炎
を
絶
や

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
、
満
を
持
し
て
「
牛
若
第
四
章
～
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
技
能
者
た
ち
の
挑
戦
」

を
始
動
さ
せ
た
。 

 

先
回
ま
で
の
「
ウ
シ
ワ
カ
」
の
志
を
引
き
継
い
だ
、
新
た
な
「
ウ
シ
ワ
カ
」
た
ち
が
こ
こ
に
集
い
、
自
ら
の
声
で

志
を
伝
え
る
。
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
建
設
工
事
の
魅
力
と
重
要
性
が
世
の
中
に
広
く
認
め

ら
れ
、
志
に
賛
同
す
る
若
き
「
ウ
シ
ワ
カ
」
た
ち
が
建
設
業
界
の
扉
を
叩
い
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
。
そ
し

て
、
世
の
中
に
お
い
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
仕
事
と
し
て
の
認
知
度
が
上
が
れ
ば
、
建
設
職
人
基
本
法
の
骨
格

で
も
あ
る
技
能
者
の
地
位
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
安
全
・
安
心
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
。 

 

私
た
ち
は
、
こ
の
活
動
を
通
じ
、
様
々
な
機
会
に
お
い
て
建
設
業
界
の
持
続
的
発
展
と
国
土
強
靭
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
も
の
で
あ
る
。 

 

「
三
十
年
後
の
日
本
を
見
据
え
る
ウ
シ
ワ
カ
た
ち
の
志
、
誇
り
高
き
挑
戦
」 

 

右
、
決
議
す
る
。 

 令
和
六
年
一
月
十
二
日 

 

ウ
シ
ワ
カ
第
四
章
放
送
開
始
に
む
け
た
決
起
集
会 


